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解　説
第１９章　　　社会保障
介護保険
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65歳以上の4.7人に１人が要介護・要支援認定者
厚生労働省「介護保険事業状況報告年報」によると、平成29年度の介護保険の給付金額は6,398億449万円で、前年に比べ150億6,067万円(前年比2.4％)増加しており、平成20年度の4,036億9,476万円と比べると2,361億973万円増加し、1.6倍になっています。
　平成29年度末の要介護・要支援認定者数は、第１号被保険者(65歳以上)は49万994人、第２号被保険者(40歳から64歳)は9,348人で合計50万342人となっており、平成20年度の34万2,393人と比べると15万7,949人増加し、1.5倍になっています。
　平成29年10月1日時点の「推計人口」では、大阪府の65歳以上の人口は234万8,099人となっており、65歳以上では4.7人に１人が要介護・要支援認定者となっています。
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生活保護　　

保護人員数は年々減少
　平成30年度の生活保護状況は被保護世帯数が22万1,073世帯(前年度比1.1％減)、保護人員が28万1,816人(同2.6％減)、保護費支出額5,277億9,222万円(同2.5％減)となっています。これを平成21年度と比較すると、世帯数は３万4,898世帯増で1.2倍、保護人員は２万3,387人増で1.1倍、保護費は448億2,668万円増で1.1倍となっています。


児童相談所の相談受付件数

児童虐待の相談件数が増加
児童相談所における平成30年度の相談受付件数は５万5,313件で、前年度に比べ4,245件増加しました。相談内容の内訳では、養護相談が２万8,347件で最も多く総相談件数の51.2％を占めており、次いで、障がい相談１万7,944件(総相談件数の32.4％)、育成相談5,520件(同10％)、非行相談1,318件(同2.4％)の順になっています。
養護相談件数は、平成29年度に一旦減少したものの、平成30年度に28,347件(前年度比18.4％)と再び増加に転じています。一方、非行相談は、平成29年度に一旦増加したものの、平成30年度に1,318件(前年度比22.4％)と再び減少に転じています。

[大阪府統計年鑑　第19章7、8表より]





 要介護・要支援認定者数及び給付金額の推移 





 保護世帯数、人員及び保護費の推移 





※平成30年度の数値は平成31年３月中の速報値です。








[大阪府統計年鑑　第19章9、10表より]





 児童相談所相談受付件数の推移 





[大阪府統計年鑑　第19章15表より]








